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一　般　講演

1．立体シンチグラフィの試み

○佐々木　潔　　馬屋原　晟

　村中　　光　　田上俊一

　秋永不二夫

　　（国立福岡中央病院・放）

　X線写真は平面的で立体感がないため，異方向

撮影や断層撮影で補われるが，それでもなお読影

しにくい事があり，立体撮影が行われる．シンチ

グラムも同様に平面画像であり，異方向撮像で補

われるが，立体画像であれば一層診断しやすくな

るのではないかと考え，立体シンチグラフィを試

みた．

　立体シンチグラフィは，検出器を右及び左に等

角度に傾斜させて撮像した2枚のシンチグラムを，

立体鏡で観察するか，厚紙で区切って顔を寄せて

観察すればよいのである．

　先ずテーブル面上高さの異った位置に，3個の

線源を置き，検出器を正中線から右および左に

2．5°，5°，10°，15°，20°と傾斜させてシンチグラム

を撮り，どの角度が立体視に適当かを検討した．

その結果，角度が大である程立体感が強くなり，

2・5°，5°では立体感が少ないことがわかった．

　次に肝ファントムに99mTc溶液を入れ，さらに

小球を入れて，5°，10°，15°の角度でそれぞれ左右

一対のシンチグラムを撮り検討したところ，15°

が最もよいことがわかった．

　さらに実際に99mTc－M．D．P．による骨シンチグ

ラム，および99mTcフチン酸による肝シンチグラ

ムについて，15°と20°で立体シンチグラムを撮

り比較したところ，20°では像の歪みが強く，15°

の方が良いことが判った．

　以後15°にて各種立体シンチグラムの症例を集

めて検討しつつある．一番有用なのは循環器系の

連続シンチグラフィではないかと考えているが，

今のところ，右と左から2回に分けて撮像しなけ

ればならないため，時間を要するのが最大の欠点

である．

2．　シンチカメラによる1251放射線のImaging

○平形　次男　　田川　文夫

　春田　隆昌　　計屋　慧實

　中島　彰久

　　　　　（長大・放）

　　　　木下　博史

　　　（長崎市民病院・放）

　1251放射線はそのエネルギーが低く，通常のシ

ンチカメラによる方法ではImagingは行なわれて

いない．

　今回我々はアロカ製シンチカメラRVE－207型

を使用し，コリメーターとしてX線リスホルムブ

レンデ2枚を交差させ，シンチカメラのクリスタ

ルに密着させることによって1251放射線をImag－

ingすることができた．低エネルギーコリメータ

ー としてのGridの性能（格子比，焦点距離等）に

よる像の変化について検討した結果，

・画質は格子比の高いもので，焦点距離の長いも

　のが良好である．

・格子比は6：1，焦点距離は150cm程度が実用

　的であると思われる．

現在，臨床例で検討中である．

座長のまとめ（1～2）

　　　　　　　　金子輝夫

　（演題1）　最近のガンマカメラの解像力向上は

著明なものがあり，このような試みがより効果的

で具体性を帯びて来たことは事実である．検出器

の角度は強い程立体感がでるが，15°位がよいと

のことである．現段階では2回撮影せねばならず，

時間が長くまた煩雑であるなどの点もある．しか

し，臨床的に有用性が認められれば，実施上の降

路も何等かの形で解決されるであろう．
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